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免責

本資料は暗号資産への投資を勧誘するものではなければ、暗号資産を
解説するものでもありません。また今回の内容で解説される例は国際的
にも前例が少なく法的なスキーム等については専門家に相談してくださ
い。

パブリックブロックチェーン企業：パブリックブロックチェーンの上にプロダ
クトを作る企業もしくはパブリックブロックチェーン自体を作る企業



自己紹介

渡辺創太 
Stake Technologies株式会社代表取締役 CEO

Web3.0の実現を目指し日本発となるパブリックブロック
チェーンであるPlasm Network、Shiden Networkを創って
いる

元々シリコンバレーのブロックチェーンスタートアップ
（2017,2018)、東京大学大学院ブロックチェーン共同研究
員（2019）、2019年会社設立、内閣府Trusted Webタスク・
フォースメンバー

Twitter: @WatanabeSota @Sota_Web3



本日のテーマ

パブリックブロックチェーンで日本人は世界でどう戦っていけるの
か？

そもそもの背景

● パブリックブロックチェーンという領域で日本企業の遅れ

● 評論家は多いがプレーヤーの少なさ

● プレーヤーの数もこの 2年で増えている実感がない

● 世界トップはDXなんて言ってない。なぜならば既に完了しているから

● 制度以前に自分も含めたプレーヤーのレベル



日本の遅れ

パブリックブロックチェーン  Top 3（Bitcoin, Ethereum, Polkadot）において各エコシステムにおいて
Top10プロジェクトに入っており実際にトラクションのある日本発のプロジェクトはほぼいない。（財団
サイドで第1線に張っていらっしゃる方は数名いる。）

中国では国家主導でブロックチェーンを戦略的にやっていたり（パブリックではないが）、アメリカは政
府が認可した銀行はステーブルコインの発行者に対してサービスを提供したり、ステーブルコインの
ための準備金を保管可能 。（こちら側は今日は話さない）



Plasm Networkのこれまで

● Polkadotの開発をリードする財団である Web3 Foundation
から世界最多となる 6回の助成金を獲得

● PolkadotのTestnetに世界初接続に成功

● PolkadotのTestnet上で初めてスマートコントラクトをデプロ
イ成功

● PolkadotのTestnet上で初めてPolkadotに接続している2つ
の異なるチェーン間でクロスチェーンのメッセージ送受信に
成功

● Binance, HashKey等がインベストメントを通して
Plasm Networkに参加



パブリックブロックチェーン
の戦略と戦術



パブリックブロックチェーン上での価値の作り方
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Plasm Networkの場合
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Binance, HashKey, DFG, 
PAKA, LongHashなど

東大系のDoctor, post PhD, 
研究員 etc

More than 200 ↑

L2, DApps Staking, Ethereum
互換, Polkadot etc

Discord: 8000人 ↑

これから！
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IPO M&AOR

会社の初め方



会社の初め方

そもそもどこを目指すのか？

「クリプトプロトコルは分散コミュニティとステークホルダーによりガバナンスされま
す。それは単純に効率がいいとかイデオロギー的に重要だという理由ではなくて、プ
ロトコルが誰に対してもオープンであり続け単一の組織が操作をできないというコア
なバリューを維持し続けるために必要なのです。」 Jeffrey Amico a16z crypto

「プロトコルが誰に対してオープンであり続け」 、「単一の組織が操作をできない」 というコアバリュー
を保ち続けるにはどうしたらいいか？



会社の初め方

IPO M&AOR



会社の初め方

そもそもどこを目指すのか？



会社の初め方

日本発のパブリックブロックチェーンが世界のパブリックブロックチェーンになる日。

https://note.com/sota_watanabe/n/nab8807c67216


会社の初め方（key Takeaways）

● Bitcoinが既存金融市場の「外側」で生まれている

● 当初みんなが目指してたのは自立分散の世界観（多くの企業が現実との間で妥協する）

● FacebookはFacebook社がないと動かなくなります。 AmazonはAmazon社がないと動きません。
Googleもそうです。Plasm NetworkはStake Technologiesが存在しなくても自立分散的に動きま
す

● パブリックブロックチェーンをやりながら自分達自身が「単一障害点」になるとモヤモヤするので
DAO（自立分散組織）を目指そう



トークン設計

● 株式と同様に一度決めると引き戻せないパート

● 一方でベストプラクティスはいまだ存在していないため、プロジェクトの裁量で決まる
○ チームや投資家の配分をめちゃくちゃ多くしているケースもまちまち
○ 最近では”Fair Launch”という公平なトークン配布によるローンチも注目を集めている

● Plasm Networkの場合、65%がコミュニティ、35%がPlasmの財団機能に配分
○ 比較的かなり公平なトークン配分

● ほぼ全てのプロジェクトが限定的に投資家にディスカウントを付けてトークンを配布。その後コミュ
ニティに配布している。 Plasm Networkは先にコミュニティーに 32.5%を配布

● プロジェクトの裁量で配分が決まるためかなり創業者の哲学が反映される。我々は DAOを目指し
ているのでフェアな要素が多め。機関投資家に対して有利に配布をしていない



トークン設計



資金調達

オプション 例

株式 Coinbase

株式からのガバナンストークンへの変換 Compound, Uniswap

SAFT Filecoin, Acala

クラウドファンディング BlockStack



資金調達

● DO
○ P8, P9のメカニズムの設計
○ プロジェクト /会社としてのビジネスモデルの理解
○ その上で、P20のどのスキームが良いかの検討
○ 弁護士、税理士等の専門家に相談してください
○ Code enough talks. （コードを書く）  

● DON’T
○ GitHubコードなしに期待値だけで資金調達をする
○ 煽った文言を使う
○ リターンを確約する



プロダクト機能開発

● トークンのユーティリティと密に
設計してシナジーがあるようにする

● パブリックブロックチェーンの領域
は「ALL ABOUT NETWORK  EFFECT」
なので、フルオープン・ソースで
問題ない

● 数カ月後に必要になる機能をトレンド
から逆算して布石を打っていく（ Plasm
の場合、ZK Rollups）

● コミュニティのメンバーが参加しやすい
ようにタスクの切り分けとトレジュリー
機能の整備（Plasmの場合、DApps Staking）



ネットワーク

● パブリックブロックチェーンはネットワークエフェクトが
全て！

○ 開発者のネットワークエフェクト
■ 開発者ツール
■ インフラツール
■ 開発がしやすいから開発者が集まりそ

の結果、開発しやすいツールが作られる
○ ユーザーのネットワークエフェクト

■ ユーザーがいるから流動性が提供され、
その結果、流動性が増えることでユー
ザーが参加する（DEXなど）

○ 系全体のネットワークエフェクト
■ プロトコルが魅力的だからその上のアプ

リ層に資金があつまりその結果プロトコ
ルの開発が加速する



まとめ



まとめ

● 黒船になろう
○ 海外で勝って日本に戻す
○ 次の「ペリー」がアメリカ人である必要はない

● Twitterで文句いうのではなく結果を出すことで日本を変えていこう

● パブリックブロックチェーンの価値の創出方法を考えよう

● パブリックブロックチェーンが未来なのでこの領域で勝負する日本
人を増やしていきたい
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